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大
正
大
学
蔵
『
山
槐
記
』「
蓮
華
王
院
御
塔
供
養
記
」
に
つ
い
て
（
一
）

三

浦

龍

昭

は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
大
正
大
学
蔵
「
蓮
華
王
院
御
塔
供
養
記
」
を
翻
刻
・
紹
介
す
る

（
１
）

。
こ
の
記
録
は
、
藤
原
忠
親
の
日
記
『
山
槐
記
』
か
ら
、

治
承
元
年
（
一
一
七
七
）
十
二
月
十
七
日
、
蓮
華
王
院
内
で
行
わ
れ
た
五
重
塔
の
供
養
に
関
す
る
記
事
を
書
き
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
写
本
は
、
縦
二
六
・
八
㎝
、
横
二
〇
・
五
㎝
、
全
三
十
一
丁
の
袋
綴
の
冊
子
（
前
表
紙
・
後
表
紙
含
む
）
で
あ
る
。
表
題
は
「
蓮
華
王

院
御
塔
供
養
記

治
承
元
年
十
二
月
十
七
日

山
槐　
　
　
　
　
　
　

」
と
あ
り
、
第
二
丁
表
の
書
き
出
し
に
は
「
山
槐
別
」
と
あ
り
、
本
写
本
が
『
山
槐
記
』
の
別
記
で
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

『
山
槐
記
』
の
記
主
で
あ
る
藤
原
忠
親
（
一
一
三
一
～
一
一
九
五
）
は
、
平
安
末
・
鎌
倉
時
代
前
期
の
公
卿
で
、
権
中
納
言
藤
原
忠
宗

の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
蔵
人
頭
な
ど
を
経
て
、
長
寛
二
年
（
一
一
六
四
）
参
議
と
な
り
、
権
中
納
言
、
権
大
納
言
、
大
納
言
と
昇
進

し
、
建
久
二
年
（
一
一
九
一
）
に
は
内
大
臣
と
な
っ
て
い
る
。

忠
親
は
、
公
事
に
熟
達
し
、
故
実
典
礼
に
通
じ
た
公
卿
で
あ
っ
た

（
２
）

。
彼
の
日
記
は
、
朝
儀
典
礼
な
ど
に
関
す
る
記
事
が
き
わ
め
て
詳
細

で
あ
り
、
そ
の
記
述
は
、
仁
平
元
年
（
一
一
五
一
）
か
ら
文
治
元
年
（
一
一
八
五
）
ま
で
の
三
十
五
年
間
に
及
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
本
記

一
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よ
り
故
実
類
を
抄
出
し
た
『
達
幸
故
実
抄
』
な
ど
か
ら
、
建
久
五
年
（
一
一
九
四
）
ま
で
の
逸
文
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
同
日
記
か
ら
は

「
中
山
内
府
元
日
節
会
次
第
」「
改
元
部
類
」
な
ど
多
く
の
別
記
・
部
類
記
も
作
ら
れ
て
い
る
。
日
記
の
原
本
は
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
古
写
本

も
少
な
い
。
主
要
な
も
の
と
し
て
、
宮
内
庁
書
陵
部
に
伏
見
宮
家
旧
蔵
の
鎌
倉
時
代
の
書
写
（
保
元
三
年
秋
記
）
一
巻
が
あ
る
ほ
か
、
室

町
時
代
の
写
本
が
、
国
会
図
書
館
、
宮
内
庁
書
陵
部
、
京
都
大
学
、
陽
明
文
庫
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
な
ど
に
現
存
し
て
い
る
。
近

世
の
写
本
は
各
所
に
多
く
蔵
さ
れ
て
い
る

（
３
）

。
本
稿
で
紹
介
す
る
写
本
に
は
、
表
紙
の
下
部
に
「
宏
寿
」
と
あ
り
、
書
写
者
は
明
ら
か
に
な

る
も
の
の
、
奥
書
等
の
書
写
年
代
を
直
接
明
示
す
る
も
の
は
存
在
し
な
い

（
４
）

。
書
風
と
紙
質
か
ら
判
断
す
る
と
、
あ
る
い
は
中
世
後
期
の
書

写
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。『
山
槐
記
』
の
刊
本
と
し
て
は
、『（
増
補
）
史
料
大
成
』
二
六
～
二
八
が
あ
り
、
ま
た
『
大
日
本
史
料
』

に
も
関
係
す
る
部
分
が
収
載
さ
れ
て
い
る
が
、
本
写
本
の
記
述
は
そ
れ
ら
に
は
未
収
録
の
よ
う
で
あ
る
。

次
に
本
文
の
記
載
内
容
を
見
て
い
き
た
い
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
は
蓮
華
王
院
内
に
建
立
さ
れ
た
五
重
塔
の
供
養
に
関
す
る
記
事

で
あ
る
。
蓮
華
王
院
（
そ
の
本
堂
は
「
三
十
三
間
堂
」
の
通
称
で
知
ら
れ
て
い
る
）
は
、
後
白
河
法
皇
の
院
御
所
で
あ
っ
た
法
住
寺
殿
に

付
属
し
た
堂
舎
で
あ
り
、
長
寛
二
年
（
一
一
六
四
）
に
創
建
さ
れ
た
。
一
千
一
体
千
手
観
音
菩
薩
像
の
本
堂
は
、
平
清
盛
に
よ
っ
て
造
進

さ
れ
、
彼
は
そ
の
功
に
よ
り
備
前
守
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
蓮
華
王
院
内
に
は
、
本
堂
の
他
に
、
不
動
堂
・
北
斗
堂
・
総
社
・
宝
蔵
な

ど
が
存
在
し
、
五
重
塔
は
本
堂
の
南
東
に
位
置
し
て
い
た

（
５
）

。
五
重
塔
の
造
営
に
つ
い
て
最
初
に
見
ら
れ
る
記
事
は
、『
吉
記
』
承
安
四
年

（
一
一
七
四
）
二
月
八
日
条
で
あ
り
、
そ
れ
は
塔
の
心
柱
の
運
搬
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
同
年
七
月
十
八
日
に
は
、
塔
の
心
柱
が
立
ち
、

上
棟
の
儀
式
が
あ
っ
た

（
６
）

。
そ
の
後
、
完
成
ま
で
は
相
当
の
時
間
が
か
か
り
、
よ
う
や
く
治
承
元
年
（
一
一
七
七
）
十
二
月
十
七
日
、
塔
が

完
成
し
、
そ
の
供
養
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

本
写
本
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
記
事
全
体
の
流
れ
を
追
っ
て
お
く
と
、
ま
ず
高
倉
天
皇
が
閑
院
内
裏
よ
り
行
幸
し
、
多
く
の
公
卿
た
ち
が

そ
れ
に
供
奉
し
て
い
る
。
そ
し
て
蓮
華
王
院
の
南
門
よ
り
入
り
、
後
白
河
法
皇
、
高
倉
天
皇
、
関
白
藤
原
基
房
以
下
の
公
卿
た
ち
が
着
座

し
た
。
左
右
の
舞
人
・
楽
人
に
よ
る
乱
声
・
振
鉾
に
よ
っ
て
儀
式
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
僧
衆
を
迎
え
入
れ
、
導
師
・
呪
願
が

高
座
に
登
っ
て
い
る
。
供
花
、
菩
薩
・
蝶
鳥
な
ど
の
舞
が
あ
り
、
唄
、
散
花
、
大
行
道
、
讃
、
梵
音
な
ど
が
続
き
、
錫
杖
の
間
に
、
非
常

二
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赦
、
度
者
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
表
白
、
題
名
、
誦
経
、
布
施
、
な
ど
の
次
第
が
続
き
、
導
師
以
下
の
僧
の
退
出
、
舞
楽
、
勧
賞
の

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
ふ
た
た
び
舞
楽
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
最
中
に
「
此
間
予
退
出
」
と
あ
る
よ
う
に
、
記
主
で
あ

る
忠
親
は
退
出
し
、
還
御
に
は
供
奉
し
な
か
っ
た

（
７
）

。
た
だ
し
本
写
本
に
は
、
そ
の
後
、
伝
聞
し
た
こ
と
も
書
き
留
め
て
お
り
、
大
臣
、
中

宮
、
法
皇
の
順
に
還
御
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
の
ち
忠
親
は
、「
大
赦
」
の
詔
書
の
奉
行
を
命
じ
ら
れ
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
書

き
記
し
て
い
る
。

こ
の
供
養
当
日
に
つ
い
て
は
、『
玉
葉
』、『
百
錬
抄
』、『
愚
昧
記
』、『
仲
資
王
記
』
な
ど
に
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る

（
８
）

。
そ
の
な
か
で
も

と
く
に
詳
細
に
記
述
さ
れ
て
い
る
の
は
、
藤
原
兼
実
の
日
記
『
玉
葉
』
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
か
な
り
の
こ
と
を
知
る
こ
と
は
で
き
る
。

た
だ
し
兼
実
自
身
が
、「
凡
今
日
次
第
、
具
在
式
、
或
又
法
会
之
儀
、
依
為
恒
事
、
委
不
記
之
、
後
代
可
尋
見
奉
行
人
記
等
歟

（
９
）

」
と
記
し

て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
次
第
に
つ
い
て
は
省
略
し
た
部
分
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
点
、
本
写
本
『
山
槐
記
』
の
記
述
は
、
当
日
の

行
事
の
様
子
が
よ
り
詳
細
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
実
務
官
人
に
よ
る
記
録
と
い
う
性
格
に
基
づ
き
、
当
日
参
加
し
た
一
〇
九
人
に
も
及
ぶ

僧
名
を
始
め
と
し
て
、
舞
人
、
楽
人
な
ど
の
人
名
、
当
日
の
禄
物
の
内
容
、
さ
ら
に
供
養
で
用
い
ら
れ
た
諸
道
具
の
注
文
等
も
含
ま
れ
て

い
る
。
こ
の
史
料
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
情
報
量
は
、
先
の
『
玉
葉
』
の
記
事
を
大
き
く
上
回
っ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
新
知
見

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

註
（1）
本
写
本
は
、
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
十
一
月
、
東
京
古
書
会
館
（
東
京
都
千
代
田
区
神
田
小
川
町
）
で
開
催
さ
れ
た
「
古
典

籍
展
観
大
入
札
会
」
に
出
品
さ
れ
、
そ
れ
を
大
正
大
学
が
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
。

（2）
藤
原
忠
親
に
つ
い
て
は
、
加
納
重
文
「
中
山
忠
親
―
―
山
槐
記
―
―
」（
同
著
『
明
月
片
雲
無
し　

公
家
日
記
の
世
界
』、
風
間
書
房
、

二
〇
〇
二
年
）
に
詳
し
い
。

（3）
以
上
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
矢
野
太
郎
「
山
槐
記
」
解
題
（『
増
補
史
料
大
成
』
二
六
、
臨
川
書
店
、
一
九
六
五
年
）、
菊
池
紳
一
「
山

三
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槐
記
」（
橋
本
義
彦
他
著
『
日
本
歴
史
「
古
記
録
」
総
覧
』
古
代
・
中
世
編
、新
人
物
往
来
社
、一
九
九
〇
年
）、飯
倉
晴
武
「
山
槐
記
」

（
同
著
『
日
本
史
小
百
科
〈
古
記
録
〉』、
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
八
年
）、
高
橋
秀
樹
『
古
記
録
入
門
』（
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
五
年
）

な
ど
を
参
照
し
た
。

（4）
書
写
者
の
「
宏
寿
」
に
つ
い
て
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
、
南
北
朝
期
の
東
寺
供
僧
で
あ
っ
た
宏
寿
が
挙
げ

ら
れ
る
。
富
田
正
弘
「
中
世
東
寺
の
寺
院
組
織
と
文
書
授
受
の
構
造　

付　

寺
僧
一
覧
・
諸
職
補
任
・
索
引
」（『
資
料
館
紀
要
』
第

八
号
、
一
九
八
〇
年
）
や
藤
原
重
雄
「『
大
日
本
史
料
』
第
三
編
関
係
史
料
の
収
集
・
校
正
お
よ
び
春
日
大
社
関
係
散
逸
史
料
の
調

査
」（『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
報
』
第
三
六
号
、
二
〇
〇
一
年
）
な
ど
に
よ
る
と
、
こ
の
宏
寿
の
仮
名
は
少
納
言
で
あ
り
、
永
和
二

年
（
一
三
七
六
）
よ
り
鎮
守
八
幡
宮
供
僧
と
し
て
見
え
、
永
徳
二
年
（
一
三
八
二
）
よ
り
宝
厳
院
院
主
、
応
永
三
年
（
一
三
九
六
）

よ
り
凡
僧
別
当
と
な
り
、
応
永
十
年
（
一
四
〇
三
）
閏
十
月
二
十
七
日
に
法
印
で
没
し
た
が
、「
中
世
東
寺
の
教
学
方
面
で
は
あ
る

程
度
名
の
知
ら
れ
た
学
匠
で
」
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。『
東
寺
百
合
文
書
』
内
に
は
、
宏
寿
の
署
判
し
た
書
状
等
が
い
く
つ
か
見
ら
れ

る
の
で
そ
の
一
つ
を
後
掲
す
る
（『
東
寺
百
合
文
書
』
マ
函
七
八
号
）。
こ
れ
を
見
る
と
、
本
写
本
に
記
さ
れ
た
文
字
と
か
な
り
類
似

し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
や
は
り
確
証
は
得
ら
れ
な
い
。
ま
た
蓮
華
王
院
内
の
宝
蔵
に
は
、
後
鳥
羽
上
皇
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ

た
「
中
山
内
府
記
」（『
山
槐
記
』）
が
納
め
ら
れ
て
い
た
が
、
後
高
倉
院
に
よ
っ
て
宝
蔵
か
ら
取
り
出
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
た

も
の
を
、
九
条
道
家
の
命
で
書
写
し
、
安
貞
二
年
（
一
二
二
八
）
三
月
十
三
日
に
そ
の
功
を
終
え
て
い
る
（『
玉
蘂
』
安
貞
二
年
三

月
十
三
日
条
）。
な
お
蓮
華
王
院
の
宝
蔵
に
つ
い
て
は
、
竹
居
明
男
「
蓮
華
王
院
の
宝
蔵
―
―
納
物
・
年
代
記
・
絵
巻
―
―
」（
古
代

學
協
會
編
『
後
白
河
院
―
―
動
乱
期
の
天
皇
―
―
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
）、
高
橋
一
樹
「
中
世
成
立
期
に
お
け
る
王
権
の

宝
蔵
と
そ
の
歴
史
的
性
格
―
―
蓮
華
王
院
宝
蔵
を
中
心
に
―
―
」（
小
野
正
敏
・
五
味
文
彦
・
荻
原
三
雄
編
『
中
世
人
の
た
か
ら
も

の
―
―
蔵
が
あ
ら
わ
す
権
力
と
富
―
―
』、
高
志
書
院
、
二
〇
一
一
年
）
に
詳
し
い
。
宏
寿
が
書
写
す
る
際
の
底
本
の
問
題
や
書
写

の
経
緯
な
ど
も
含
め
、
今
後
の
検
討
に
委
ね
た
い
。

（5）
蓮
華
王
院
に
つ
い
て
は
、
田
中
教
忠
『
蓮
華
王
院
三
十
三
間
堂
考
』
上
・
中
・
下
（
興
文
社
、
一
九
三
二
年
）、
赤
松
俊
秀
・
上
横

四
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手
雅
敬
「
蓮
華
王
院
の
歴
史
」（
赤
松
俊
秀
監
修
『
三
十
三
間
堂
』、
三
十
三
間
堂
奉
賛
会
、
一
九
六
一
年
）、
村
田
治
郎
・
杉
山
信
三
・

後
藤
柴
三
郎
「
蓮
華
王
院
の
建
築
」（
同
前
）
な
ど
を
参
照
。
ま
た
後
白
河
院
の
御
所
で
あ
っ
た
法
住
寺
殿
の
復
元
を
め
ぐ
る
研
究

に
お
い
て
も
多
く
言
及
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
最
も
多
角
的
に
分
析
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
上
村
和
直
「
法
住
寺
殿
の
成
立
と

展
開
」（『
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所　

研
究
紀
要
』
九
、二
〇
〇
四
年
）
で
あ
る
。

（6）
『
百
錬
抄
』
承
安
四
年
七
月
十
八
日
条
。

（7）
そ
の
理
由
は
、
本
写
本
中
に
「
脚
気
発
動
、
依
不
能
騎
馬
、
不
供
奉
還
御
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
時
、
忠
親
は
脚
気
を
患
っ
て

い
た
た
め
で
あ
っ
た
。

（8）
田
中
前
掲
注

（5）
に
関
連
史
料
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

（9）
『
玉
葉
』
治
承
元
年
十
二
月
十
七
日
条
。

   

（
第
一
丁
表
）

五
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【
凡
例
】

一
、
本
稿
で
は
、
紙
数
の
都
合
に
よ
り
第
十
三
丁
ま
で
を
翻
刻
し
た
。
残
り
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
後
の
機
会
に
行
う
予
定
で
あ
る
。

一
、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
底
本
の
体
裁
を
で
き
る
だ
け
保
つ
よ
う
に
つ
と
め
た
。

一
、
字
体
は
常
用
漢
字
を
用
い
、
異
体
字
・
略
体
字
は
正
字
に
改
め
た
が
、
一
部
の
文
字
に
つ
い
て
は
、
そ
の
ま
ま
採
用
し
た
も
の
も
あ
る
。

一
、
本
文
に
は
、
読
点
（
、）
お
よ
び
並
列
点
（
・
）
を
適
宜
加
え
た
。

一
、
抹
消
文
字
は
、
原
則
と
し
て
左
傍
に
〻
を
付
し
て
表
し
た
。

一
、
文
字
の
上
に
別
字
を
重
ね
書
き
し
た
箇
所
に
つ
い
て
は
、
上
に
書
か
れ
た
文
字
を
本
文
と
し
て
採
っ
た
。

一
、
塗
抹
に
よ
り
判
読
が
不
能
な
場
合
は
■
を
、
そ
の
他
判
読
困
難
な
箇
所
は
□
を
も
っ
て
、
そ
の
字
数
分
を
示
し
た
。

一
、
本
文
の
校
訂
注
は
〔　

〕
で
、
人
名
な
ど
に
付
す
説
明
注
は
（　

）
で
示
し
た
。

一
、
底
本
の
丁
が
替
わ
る
箇
所
に
は
符
号　

」
を
挿
入
し
て
そ
の
位
置
を
示
す
と
共
に
、

（　オ）
・

（　ウ）
と
し
て
丁
数
を
示
し
た
。

一
、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
大
正
大
学
付
属
図
書
館
よ
り
御
許
可
を
賜
っ
た
。
記
し
て
深
謝
の
意
を
表
す
る
。

六

（
第
一
丁
表
・
右
下
部
拡
大
）

（『
東
寺
百
合
文
書
』
マ
凾
七
八
号
）
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【
本
文
】

（１オ）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宏
寿

蓮
華
王
院
御
塔
供
養
記

治
承
元
年
十
二
月
十
七
日

山
槐　
　
　
　
　
　
　

　

」

（２オ）　

山
槐

別

治□
倉
院
御
代

承
元
年
十

〔
高
〕

二
月
十
七
日
、

壬午

、
陰
暗晴

歟

不
定
、
今
日

太（

後

白

河

）

上
法
皇
蓮
華
王
院
内
建
五
重
塔
婆
被
遂

供
養
、
仍
有
行
幸
、
卯
一
點

同
未
出

　
　

着
束
帯

随
身

著
簪

長
大
長
舎
人
槿
、
皆
給
装
束
、
馬
黒
鹿
毛
申
請　
　
　

院
也
、
随
身
二
人
・
馬
飼
二
人
遅
参
、
於
内
裏
参
会
、　

参
内

閑
院

　

、
下      

車
之
間
、
召
使
来
向
云
、
御
装
束
已
成
畢
、
上
卿
一
人
参

入
者
、
召
仰
之
後
、
早
可
出
御
之
由
被
仰
下
者
、
営
参
之
間
、

蔵
人
左
少
弁
兼（

藤
原
）光

持
日
時
向
来
門
内
、
即
着
陣
、

懸綏

参
入
、
仍
擬
之
、
蹔
預
召
使
纓

不
垂
也
、
直
着
端
座
令
敷
軾
、

左
少
弁
下
日
時（

藤
原
忠
親
）

予
給
之
、
弁　

」        

（２ウ）
仰
詞
云
、
依
勘
申
レ

、
二
条
大
路
ヲ

東
ニ

行
テ

、
洞
院
ノ

東
ノ

大

路
ヲ

南
ニ

行
テ

、
河
原
ヲ

南
ニ

行
テ

、
入
御
蓮
華
王
院
南
門
、

七
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権
中
納
言
藤
原
朝
臣
兼
光
内
裏
ニ

候
ヘ

、
予
問
云
、
権

中
納
言
誰
人
哉
、
答
云
、
藤
中
納
言
也
、

資
長
卿
又
実

〔
兼
ヵ
〕雅

卿　
　

又
無
兼
官
、
仍
所
問
也
、
令

官
人
召
外
記
、
大
外
○記

頼（
清
原
）業

着
軾
、
下
日
時
、
頼
業
挿

笏
不
差
得
、
仍
落
置
傍
賜
文
、
取
副
笏

不
待

　

伺
予

気
色
、
予
仰
之
、
頼
業
稱
唯
進
、
次
召
左
少
弁
仰
御
輿

装
束
、
令
撤
軾
起
座
、
於
陣
腋
懸
綏
、
於
中
門
廊
帯
弓

箭
、
此
後
蹔
雖
相
待
関

（
藤
原
基
房
）

白
参
給
猶
遅
々
、
仍
出
御
南

□
〔
殿
〕

、
于
時
小
雪
降
、
覆
地
雨
即
休
止
、
右
大
将

宗（
平
）盛

中
納
言
也
、

着
裏
濃
蘇　
　

　
」

（３オ）
芳
、
番
長
中
臣
近

武
懸
弓
持
之
、　　

立
南
階
西
腋

右
将
渡
後

可
立
也
、

大
将
候

右
少
将

隆（
藤
原
）

房　

朝
臣
・
時（

平
）家

朝
臣
、　　

土
御
門
大
納
言

邦
綱

　

、
平
三
位
中
将

知
盛

　

、
列
立
、

依
雪
地
湿
、
大
納
言
以
下
懸
裾
、
但
雪
止
、
人
々
雖
懸
裾
立
様
晴
也
、

三
位
中
将
於
階
前
垂
裾
取
剣
璽
、
又
懸
副
御
輿
、　　
　
　
　
　
　

国
司

奏
、
少
納
言
惟（

藤
原
）基

奏
鈴

元
勅
答
計
、
其
程
稱
唯
、

前
今
未
聞
勅
答
聲　
　

寄

御
輿
、
三
位
中
将
取
剣
璽
、
此
間
予
騎
馬
、
関
白
自
二

条
令
参
給
、
御
覧
人
々
騎
馬
、
更
帰
給
、
乗
車
兼

令
参
蓮
華
王
院
給
、
大（

藤

弐原
）能
〔
親
〕信

　

於
錦
小
路
東

洞
院
参
会
、
在
御
共
、
於
四
條
坊
門
、
自
御
輿
傍
前

行
、
新
宰
相
中
将

実
（
藤
原
）

宗

　

於
四
条
参
会
、
新
三
位　

」

（３ウ）
実

（
藤
原
）

清

　

於
七
条
参
会
、
右
宰
相
中
将

実
（
藤
原
）

家

　

於
河

原
参
会
、
諸
卿
入
蓮
華
王
院
南
門
立
西
腋

東面

北　上
、

供
奉
人
之
外
、
大
炊
御
門
大
納
言

実
（
藤
原
）

定

　

、
中
宮
大
夫

隆
（
藤
原
）

季

　

、

八
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修
理
大
夫

信
（
藤
原
）

隆

　

、
加
立
、
関
白
令
下
立
仮
屋
西
方
給
、
御
随

身
左
右
一
烈
跪
西
方
、

左
右
各
一
人
、

相
交
跪
也
、

不
令
御
輿
下
給
控

御
輿
、
於
南
門
神
祗
官
献
大
麻
、
雅
楽
奏
立
楽
、
此

後
良
久
不
知
其
故
、
若
申
次
人
関
白
可
令
参
御
輿

下
給
之
由
被
存
歟
、
予
問
土
御
門
大（

定

房

）

納
言
、
ゝ
ゝ
ゝ
又
問
中
宮

大
夫
、
ゝ
ゝ
示
大
炊
御
門
大
納
言
、
ゝ
ゝ
ゝ
進
立
幔
門
、
進
向

御
輿
揖
入
幔
門
、
経
仮
屋
南西

北
〻

申
事
由
、

到
御
塔
北
西

階
東
腋
云
々
、　

」

（４オ）
帰
出
佇
立
関
白
御
後
方
、
又
良
久
无無

音
〻

、
中
宮
大
夫
令

主
殿
官
人
示
遣
行
事
許
、
申
次
人
可
被
告
楽
屋
也
、

此
後
発
乱
聲
、
舞
人
楽
人
経
仮
屋
西
参
向
、
先
是
大

納
言
帰
出
幔
門
西
向
御
輿
揖
加
列
、
主
殿
寮
撤
幔
門

寄立

東
面　

幔
也
、

楽
人
発
楽
、

万
歳

楽
、

左
舞
人
光（

狛
）近

・
則（

狛
）近

、
已
上　

鶏
婁
、

右
舞

人
忠（

多
）節

・
好（

多
）方

、
已
上　

腰
鼓
、

至
于
慢
門
下
婆
娑
、
左
楽
行
事

右
中
将
通（

源
）親

朝
臣
、

着
裏
濃
紅
梅
下
重
半

比
用
基
西
萌
黄
表
袴
、
右
楽
行
事
右

中
将
頼（

藤
原
）実

朝
臣
、

不
着
染
装
束
共
禁
色
人
也
、
帯
弓
箭
着
浅

屨
懸
裾
、
不
供
奉
行
幸
、
兼
在
楽
屋
辺
、

相
副
参
進
、
楽
人
為
先
下
﨟
自
本
路
退
帰
、
御
輿
入
御
、

安
仮
屋
西
庭
、

北
上
敷
退
、
公
卿
列

隔
幔
、
仍
不
跪
、　

経
仮
屋
西
并
北
弘
庇
入
御　

」        

（４ウ）
御
塔
御
座

云
々
、

公
卿
或
候
饗
座
、

御
堂
南
、
卯
酉

廊
西
上
対
座
、

或
徘
徊
御

塔
辺
、
予
令
随
身
召
大
夫
尉
康（

源
）綱

令
候
仮
屋
西
南
辺
、
召
右

尉
基（

中
原
）広

令
候
御
塔
東
南
辺
、
令
止
雑
人
之
乱
入
、
件
官

九
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一
〇

人
共
守
護
東
門
、
然
而
御
所
辺
尤
可
候
、
仍
令
召
候
也
、
於
東

門
左
尉
仲
頼
一
人
所
留
守
護
也
、
式
部
弾
正
着
出
居
座
、
左
右

近
右
中
将
良

（
藤
原
）

通
、
兼
依
為
中
将
不
論
位
次
着
少
将
上
、
着
二
重
織
物
、
萌

黄
半
比
、
下
重
、
蘇
芳
表
袴
、
随
身
朽
葉
貫
、
布
狩
袴
、
付
錦
三
鞆
絵
、

萌
黄
衣
紅
単
、
紅
打
衣
、
款
冬
衣
、
黄
単
衣
、
以
紅
薄
様
結
髪
、
雑
色
長
右
番

長
下
毛
野
忠
武
、

厳
閣
右
大
臣

随
身
也
、　

褐
返
上
下
付
鶴
□
松
前
、
紅
打
衣
、
□
礼
、
着
藁

沓
、

陳
御
塔
北
庭
、

髙
座
以
北
、
左
近
着
退
西
方
、

右
近
着
退
東
方
、
立
胡
床
、

法
皇
着
御
ゝ
座
、
権
右
中
弁
親（

平
）宗

朝
臣
、
取
三
衣　

」

（５オ）
御
筥
置
御
座
巽
方

云
々
、

主
（
高
倉
天
皇
）

上
又
着
御
ゝ
座
、
関
白
令
候
北
壇
上
座
給
、
蔵
人

頭
皇
太
后
宮
権
大
夫
光（

藤
原
）能

朝
臣
召
上
卿
、
此
後

良
久
不
着
座
、
法
皇
令
女
房
頻
被
仰
出
遅
々

之
由
、
諸
卿
次
第
着
座
、

乾
艮
宝
幢
足
巻
上　
　
　

之
、
依
無
公
卿
座
也
、　

今
日
参
仕
人

太（
藤
原
師
長
）

政
大
臣

師

、
左（

藤
原
経
宗
）

大
臣

経

、
右（

藤
原
兼
実
）

大
臣

兼

、
内（

平
重
盛
）

大
臣

重

、
大
炊
御
門
大
納
言

実定

、

源
大
納
言

定
房

　

、
土
御
門
大
納
言

邦
綱

　

、
中
御
門
中
納
言

宗
家

　

、

右
大
将

宗（
平
）盛

　

、
左
兵
衛
督

成
（
藤
原
）

範

　

、
皇
太
后
宮
大
夫

朝
（
藤
原
）

方
、

参
議

六
角

宰
相

家
通

　

、
右
宰
相
中
将

実
（
藤
原
）

守

　

、
堀
川
宰参

相議
頼
定

　

、
修

理
大
夫

信
（
藤
原
）

隆
、　

非
参
議
、
持
明
院
三
位

基
家

　

、
藤
三
位

隆
輔

　

、　

」

（５ウ）
左
京
大
夫

修
（
藤
原
）

範

　

、
大
弐

親
（
藤
原
）

信

　

、
左
三
位
中
将

知（
平
）盛

　

、
新

三
位

実
（
藤
原
）

清

　

、
新
宰
相
中
将

実
（
藤
原
）

宗

　

、
右
大
弁

長
（
藤
原
）

方

　

、

已
上
候
北
階
以
西
、
中
宮
大
夫

隆
季

　

、
藤
大
納
言

実
国

　

、

花
山
院
中
納
言

兼
雅

　

、
左
衛
門
督

時（
平
）忠

　

、
予

于
時　

右
衛
門
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督
・
検
非
違

使
別
当
、　

已
上
候
北
階
以
東
、
院
司
座

兼
日
左
中
弁　
　

経
房
奉
仰
告
之
、

内
院
殿
上
人
着
階
下
座
、

内
北
階
以
西
、　

院
北
階
以
東
、

上
官
又
着

階
下
座
、

内
殿
上
人
、　

未
有
絶
席
、

左
右
発
乱
聲
、
振
桙
、
従
僧
列
師

子
○出

外
舞
台
乾
艮
、
楽
○人

列
立
、
発楽

座
屋

〻

前

〻

、
吹
調
子　

」

（６オ）
壹
越

調
、

迎
衆
僧
発
楽

壹
徳

盬
、

、
先
是
証
誠
、
天
台
座
主
覚

快
法
親
王
入
自
仏
後
戸
、

南
方
也
、
此
御
塔
以
下
可
為
正
面
云
々
、
然
而

其
座
狭
、
仍
以
北
方
為
法
会
之
庭
間
、　　
　

今
日
以
南
方

為
後
戸
也
、

着
内
陣
座
、
迎
導
師
呪
願
発
楽

詔
応

楽
、

呪
願

大
僧
正
覚
讃

前
法
務
也
、
為
申
事
之
由
、
今
日
相
具　
　

綱
所
、
是
有
先
例
云
々
、
三
井
寺
長
吏
也
、

導
師
前

権
僧
正
公
顕

山
階
寺
別
当
、
権
僧
正
教
縁

依
所
労
被
請
定
也
、　　
　
　

於
舞
台
北
方

下
輿
、
経
舞
台
就
礼
盤
礼
拝
、
衆
僧
惣
礼
、
導
師

呪
願
登
高
座
、
堂
童
子
着
座
、
図
書
打
金
鼓
、
供

花
、
発
楽

十
天

楽
、

菩
薩
・
迦
陵
頻
・
胡
蝶
、
東
西
相
並
、
経

舞
台
至
于
御
塔
壇
下
、
先
是
呪
願
導
師
十
弟
子
列　

」

（６ウ）
立
階
下
伝
取
之
、
証
誠
十
弟
子
自
内
陣
辺
出
伝

取
供
之
、
楽
止
迦
陵
頻
・
胡
蝶
着
舞
台
上
、
左
右
草

墪
鳥
西

蝶
東

菩
薩
退
下
、本

ノ
マ
マ
道

吹
道
行
、
更
帰
昇
舞
退
入
、
次

迦
陵
頻
舞
、
此
間
蝶
二
四
六
八
、
童
渡
左
右
着
草
墪
、
迦

陵
頻
舞
了
退
下
、
蝶
又
舞
退
、
図
書
打
金
鼓
、
唄
師

法
印
権
大
僧
都
行
海
・
乗
海
、
経
舞
台
参
上
、
着
堂

前
座
参
上
之
間
、
発
楽

溢
金

楽

着
座
之
後
楽
止
、
定
者

一
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二
人
登
舞
台
礼
仏
、
取
火
舎
立
、
図
書
打
金
鼓
、
唄
師
発

音
、
定
者
徐
歩
、
堂
童
子
頒
花
筥
散
花
、
以
登
舞
台
衆

僧
従
之
発
楽

渋
河

鳥
、

師
子
自
舞
台
東
西
進
出

不
登　

舞
台
、

示　

」

（７オ）
行
事
副
之
、
菩
薩
・
迦
陵
頻
・
胡
蝶
舞
人
二
行
鳫
列
登
舞
台
、

自
衆
僧
中
加
定
者
之
前
、
下
舞
台
西
相
分
、
経
東
西
幔
外

本
堂
西
面
候
輪
、
大
行
道
、
一
匝
経
舞
台
与
高
座
之
間
、
各

復
座
、
唄
師
退
下
復
座
、
図
書
打
金
鼓
、

裹
頭

楽
、

讃
衆
登
舞

台
、
楽
止
唱
讃
退
発
楽

郎
君

子
、

打
金
鼓
、
茨
楽
、

慶
雲

楽
、

梵

音
衆
登
舞
台
、
楽
止
、
唱
了
退
、
発
楽

倍
盧

　

、
唱
了
打
金

鼓
、
発
楽

蘇
莫

者
、

錫
杖
衆
登
舞
台
楽
止
、
供
錫
杖
○了

退
、

退
時
錫　

杖
不
見
、

及
倒
持
之
云
々
、

　
　
　
　

発
楽

越
殿

楽
、

退
了
楽
止
、
堂
童
子
収
花
筥
○退

出
、
打

金
鼓
、
錫
杖
之
間
、
頭（

藤
原
光
能
）

権
大
夫
含
綸
言
仰
非
常
赦
事

於
右左

大
〻

臣
、
ゝ
ゝ
ゝ
起
座

人
々
為
見向

北
居
左
府

物
○
起
座
之
時
如
元

向〻
〻

〻

〻

〻

北
居
右
府
向
南
揖
起
、　　

加
着
納
言　

」

（７ウ）
下
参
議
上
、
召
外
記
、
大
外
記
頼（

清
原
）業

参
進
、
磬
折
立
砌

下
右左

大
〻

臣
仰
含
召
靫
負
佐
・
右左

衛
〻

門
権
佐
■光

長
去
十
月

妻
喪
、

着
服
、
而
依
仰
除
服
出
仕
、
右
衛

門
権
佐
親
雅
依
母
服
不
参
、　　

経
上
官
座
前
并
上
立
砌
下
、
左（

藤
原
経
宗
）

大
臣

仰
云
、
今
日
太
政
法
皇
依
被
供
養
御
塔
、
所
被
行
非
當
赦

也
、
詔
書
施
行
以
前
、
罷
向
獄
門
、
且
厚
免
囚
徒
、
佐
右左

廻
〻

退
、

又
命
外
記
召
内
記
、
大
内
記
業（

藤
原
）実

参
之
、
右左

歟

府
仰
云
、

今
日
太
上
法
皇
依
被
供
養
御
塔
、
所
被
行
非
常
赦

一
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也
、
可
草
詔
書
、
内
記
奉
仰
退
帰
、
右左

歟

府
復
座
、

此
仰
詞
不

聞
及
相

尋
令
所

記
也
、

先
是
右
近
府
生
大
石
久
直

廳
頭

也
、

来
予　

」

（８オ）
座
後
欄
下
曰
、
右左

衛
門
権
佐
可
申
公
事
候
之
由
被

申
候
、
予
仰
云
、
此
方
ヘ
ト

可
申
、
即
起
座
居
御
塔
所
被

行
非
常
赦
也
、
罷
向
獄
門
、
可
厚
免
囚
之
由
、
右左

大
〻

臣
宣

候
、
予
答
早
可
被
向
之
由
、
予
又
問
曰
、
無
拘
■留

者
歟
、
答
曰
、

不
候
、
又
曰
、
資（

安
倍
）成

左志

・
経（

大
江
）弘

右左

府
　〻生

為
施
米
行
事

云
々
、

可
候

御
寺
、
自
余
官
人
皆
悉
可
罷
向
獄
門
者
、

今
日
見
参
官
人　

府〻
生〻
大〻
江〻
経〻
弘〻
・

左
尉
中
原
章
貞
・
源
仲
頼
・
志
中
原
清
重
・
安
部

〔
倍
〕資

成
・　
　

○府
生
大
江
経
弘

右
大
夫
尉
源
康
綱
・
六
位
尉
中
原
基
広
・
志
中
原
重
成
等
也
、
可
有

赦
之
由
、
別
当
兼
非
可
令
仰
官
人
等
、
但
臨
期
人
数
不
候
者
、
可

不
便
、
仍
兼
仰
道
官
人
基
広
可
守
護
蓮
華
王
院
門
之
由
、

出
廻
文
令
催
之
知
参
否
、
且
内
々
示
頭
権
大
夫
曰
、
不
可　

」

（８ウ）
似
他
行
幸
、
有
赦
者
、
越
定
人
数
四
人
可
□
入
、
行
幸

供
奉
散
状
、
可
被
尋
外
記
歟
、
去
十
月
八
日
、
八
幡
行
幸

之
時
、
康
綱
一
人
供
奉
、
若
如
彼
日
者
可
事
闕
歟
、
行

幸
事
、
使
廳
雖
可
知
為
用
意
内
々
所
申
也
者
、
可

尋
俊

〔
長
脱
ヵ
〕之

由
有
返
事
間本

ノ
マ
マ々

任
見
参
基
広
計
宛
之
、
東

■面

門
虚康

綱
・
仲
頼
・
基
広
、
南
西
門
章
貞
・
清
重
・
重

成
、
西
面
門
資
成
、
同
北
門
経
弘
也
、
資
成
・
経
○弘

申
云
、
為

馳
来
行
事
難
勤
両
使
者
、
非
同
時
事
、
猶
可
守

一
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護
仰

云
々
、

右左

佐
〻

合
右
尉
基
広
、

為
禁
遏
雑
人
、
候

御
塔
東
南
庭
也
、

令
召
集

官
人
等
、
列
立
南
門
内

左

西
、

　

右
東
、
佐
仰
上
起
於
右
大
夫
尉
康
綱
、　

」

次
分
官
人

右
佐
尉
章
貞
・
道
官
○人
基
広
・
同
志
清
重
・
能
成
蔵
人
所
○右

尉
康
綱
朝
臣

仲
頼
・
重
成
、
各
騎
馬
向
獄
門
、
後
聞
、
左
獄
門
前
■
官　

　
　

　
　
　

　
　
　

（９オ）
○
―　
　
　
　
　

―
人
列
立
、
西
上
南
面
、
佐
加
上
召
直
者
、
督
長

着冠

佐
貞

召
出
囚
人
上
、
仰
宥
給
也之

趣
〻

、
次
令
脱
釱、

、
次
追
放
之
、
次
官
人
等
帰
参
、
佐

依
所
労
帰
参
也
、

錫
杖
之
間
、
又
仰
度
者
、

御
誦
経
之
後
可
仰
歟
、　

然
而
依
僧
事
催
也
、　

蔵
人
頭
右左

中
〻

将

定（
藤
原
）能

朝
臣

款
冬
、
下
○重
、
同
生半
比

〻

、

萌
黄
表
袴
、
下
裾
、　

自
西
方
進
出
、
経
咒
願
髙
座
北

舞
台　

方
也
、

就
導
師
高
座
右
辺

北
方

也
、

仰
云
、
経
本
路
退
帰
、先

是
頭
中
将　

立
御
塔
東
庭
、

自
北
方
可
退
出
之
由
所
存
也
、
○而

中
宮
大
夫
曰

度
者
事
、
自
御
方
○所

賜
也

、
然
者

而〻
〻

〻

〻

〻

〻

中
宮
大
夫
曰
自
彼
御
方
可
進
出
者
、
仍
従
之
、　　
　
　
　

錫
杖
了
、
威
儀
師
二
人

登
舞
台
就
机
下
、
取
御
願
文

草
式
部
大
輔
永
範
卿
、
一
昨
日
着
束
帯

持
参
院
、
付
右
中
弁
経
房
朝
臣
奏
之
、　

」

（９ウ）
清
書
皇
太
后
宮
大
夫
朝
方
卿
、
為
遅
々
行
幸
之
時

進
之
由
、
右
中
弁
所
談
也
、　　
　
　
　
　
　
　

并
咒
願

草
清
書
同
御　
　

願
文
折
紙
、
同
有

蘇
此
事
、
或
蝶

舞
了
授
之
、　

導
師
表
白
、
揚
御
経
題
名
、
御
誦
経

槌
鐘
、
本
所
、

公
家
、
中
宮
、

威
儀
師
取
御
諷
誦
文
、
授
導
師
、
此
間
先
賜
請
僧
布
施
、

諸
大
夫

取
之
、

左
方
右
中
弁
経（

藤
原
）房

朝
臣
・
少
納
言
師（

源
）家

、
右
方
権
右

中
弁
親（

平
）宗

・
安
房
守
定（

藤
原
）長

行
之
、
先
是
舁
立
禄
辛
櫃
於

東
西
僧
座
幄
辺
、

左
西
南
辺
、　

右
東
南
辺
、　

賜
証
誠
咒
願
導
師
等
布
施
、

証
誠

公
家　
　

被
物　

大
炊
御
門
大
納
言
実
定

布
施　

左〻
中〻
将〻
泰〻
通〻
朝

蔵
人
頭
中
将
光
能

臣　

」

（１０オ）
院　
　
　

被
物　

源
大
納
言
定
房

布
施　

左
中
将
泰（

藤
原
）通

朝
臣

一
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中
宮　
　

被
物　

権
大
夫

権
中
納
言
兼
左
衛
門
督

時
忠

也
、

取
加
弓
、
跪
置

弓
於
右
方
、
置
被
物
於
証
誠
前
取
弓
退
、
此
事

前
太
政
大
臣
殿
御
教
訓

云
々
、

布
施　

権
亮
重（

平
）衡

朝
臣

左
馬
頭

　
　

已
上
入
後
戸
賜
之
、
布
施
設
此
所
、

　

咒
願

公
家　
　

被
物　

花
山
院
中
納
言

兼
雅
、
諸
大
夫
取
被
物
、
持
東
仮
屋
西
辺
、

納
言
挿
笏
取
之
、
経
上
官
座
為
胡
床
之
間
、

就
高
座
左
辺
、

舞
台

方
也
、
乍
立
置
高
座
帖
上
、
乍
立
挿
笏
右
辺
退

帰
、
本
被
催
宗
家
卿
辞
退
云
々
、
不
知
其
故
、

布
施　

越
後
守
雅
隆
朝
臣　

」

（１０ウ）
院　
　
　

被
物　

皇
太
后
宮
大
夫

参
議
朝
方
也
、　

置

高
座
壇
上
云
々
、

布
施　

中
務
権
大
夫
経
家
朝
臣

中
宮　
　

被
物　

右
宰
相
中
将

実
守
、
取
加
弓

置
高
座
壇
上
、

布
施　

右
少
将
隆（

藤
原
）

房
○朝

臣
不
取
加
弓
置
布
施
、

空
手
帰
、　　
　

導
師

公
家　
　

被
物　

予　
請
大
夫
取
被
物
持
来
御
塔
下
北
辺
、
予
見
〇合
中
納
言
書

取
加
弓
、
就
高
座
右
辺

舞
台　

方
也
、

跪
地
置
弓
、
更
起

置
被
物
於
高
座
帖
上
、
僧
正
頗
居
退
以
手
、
仰抑
被
物
不
令
落
也
、
予
所
案

依
無
其
所
雖
落
強
不
可
置
上
、
只
欲
直
上
之
心
許
也
、
退
跪
取
弓
、
左
廻
退

帰
復

座
、布

施　

越
前
守
通（

平
）盛

朝
臣　

」

（１１オ）
院　
　
　

被
物　

六
角
宰
相

家
通
、
左
宰
相
中
将
実
家
不
参
替
、　　

作
法
如
花
山
納
言
、
但
依
為
導
師
左
廻
、

布
施　

讃
岐
守
季（

藤
原
）能

朝
臣

置
帖
上
、

　
　

中
宮　
　

被
物　

堀
河
宰
相

頼
定

　

一
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布
施　

右
少
将
維（

平
）盛

朝
臣

不

取

加

弓
、　　
　

已
上
兼
日
各
蒙
其
催
、

上
西（

統
子
）門

院
無
加
布
施
、

導
師
咒
願
降
髙
座
、
楽
人
発
楽

白
柱
、

　
　

導
師
咒
願
就
礼
盤

礼
仏
、
経
舞
台
退
出
、
於
初
所
駕
輿
、
次
打
金
鼓
、
請
僧
退
出
、

或留

居
見　

物
舞
、

廳
官
等

束帯

撤
舞
台
上
机
、
立
南
頭
地
上
、
草
墪
又
置
地

上
、

右
草
墪
蝶
舞
了
之
後
置
舞
台
、

東
副
地
上
左
今
西
副
地
上
、　

」

（１１ウ）
次
舞左

安
摩

則
近

光
重　
　
　

二
舞

友
永

則
成　
　
　

万
歳
楽

八
人

　

胡
飲
酒

忠
節

　

　
　

散
手

光
近

　

　
　
　

龍
王

光
重

　

右
地
久

八
人

　

　
　
　

新
靺
鞨

八
人

　

　
　

貴
徳

好
方

　

納
蘇
利

近
久

景
節

本
議
、
左
、
安
摩
・
二
舞
・
万
歳
楽
・
蘇
合
・
散
手
・
太
平
等
・

打
毬
楽
・
龍
王
、
右
、
地
久
・
新
鳥
蘇
・
貴
徳
、
林
歌
・

狛
桙
・
納
蘇
利
、
今
被
改
仰
之
歟
、　

」

（１２オ）
胡
飲
酒
、
右
近
大
夫
将
監
忠
節

右
一　

物
也
、

舞
之
、
有
跪
舞
所
、
此

事
非
常
事
秘
蔵
事

云
々
、

下
舞
台
之
間
、
蔵
人
頭
皇
太
后
宮
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権
大
夫
光
能
朝
臣
奉
勅
、
忠
節
賜
一
階
之
由
申
関
白
、
随
御
気
色

申
左
大
臣
、
ゝ
ゝ
ゝ
起
座
居
中
納
言
之
座
末
程
、

今
度
不
加
座　

頗
引
入
被
居
、

令
左

近
官
人
召
忠
節
、
ゝ
ゝ
已
欲
入
楽
屋
之
時
走
向
召
之
、
忠
節
経

舞
台
西
方
参
追
、
跪
左
大
臣
前
池
上

上
官
座　

東
北
辺
、

左
大
臣
仰
曰
、
一

階
経
ソ
ト

、
忠
節
頗
退
立
向
御
所
方
、
持
撥
再
拝
之
間
、
於
二
箇

所
施
一
曲
退
入
、
散
手
右
近
大
夫
将
監
狛
光
近

左
一　

物
也
、

舞
之
、
右左

府
〻

又
起
座
被
仰
勧
賞
、

頭
権
大
夫
又

臨
期
仰
之
、

散
手
経

舞
台
西
参
進
奉
仰
、
持
桙
再
拝
退
入
、
次
楽
人　

」

（１２ウ）
豊
原
時
秋

雅
楽　
　

大
夫
也
、

賜
一
階
、
持
笙
再
拝
退
、
貴
徳
間
、

廳
官
等
取
松
明
列
立
舞
台
東
西
、
法
皇
被
仰
中
宮

大
夫
曰
、
於
庭
可
令
舞
者
、
大
夫
〇召

御
随
身
仰
也
、

右〻
将

左

曹
秦　
　

兼
任
唐
綾
袴
、

紫
菊
閉
、
右
将
曹
秦
頼
文
布
襖
袴
、
肱
立
入
錦
、
右
府
生
下
毛

野
敦
佐
、
襖
袴
如
恒
、
右
府
生
秦
兼
宗
、
唐
綾
襖
袴
、
菊
閉
、
近
衛
秦

兼
景
、
貫
布
、
蘇
芳
取
染
袴
付
梅
花
、
秦
兼
次
白
貫
布　
〇

袴
付
龍
胆
、
皆

褐
衣
帯
剣
、　

官
人
持
笏
撤
東
幔
下
、
雖
御
出
家
之

後
、
祗
候
院
中
、
兼
保
召
次
長
也
、
舞
遅
々
并
雑

事
召
付仰

歟

、
件
御
随
身
等
貴
徳
下
舞
台
於
庭
〇舞

了
、
帰
登

退
入
、
次
龍
王
、
又
経
舞
台
下
前
庭
舞
之
、
此
間
予　

」

（１３オ）
退
出
、
脚
気
発
動
、
依
不
能
騎
馬
、
不
供
奉
還
御
也
、

後
聞
、
納
蘇
利
後
、
賜
男
女
官
禄
、
有
御
贈
物
、
判
官
代

一
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安
房
守
定（

藤
原
）長

奉
行
之
、
伝
聞
、
源
大（

定
房
）納

言
取
御
籠本

ヵ
裹錦

付
銀
押
枝
、　

以
玉
結
之
、  

藤
大（

実
定
）納

言
取
琵
琶
、

入
錦

袋
、

自
御
塔
東
方
進

出
、
跪
主
上
御
座
前
、
至
于
西
廊
、
付
職
事
有
御
引
出
物
、

御
馬
二
疋

不
置

鞍
、

賜
、
小
将
時（

平
）家

、
持

■鞭
、

　

浅
履
、
右
少
将
顕（

藤
原
）家

朝

臣
持
鞭
、　

浅
履
、　

引
之
、
将
監
各
引
下
手
、
入
自
■東

幔
門
、
経

高
座
西
御
塔
之
間
、
引
出
物
方

不
廻
之
、
只

引
出
也
、　

次
有
中
宮

御
賜
物
、
御
本

裹
錦
袋
、　

付
銀
枝
、

花
山
院
中（

兼

雅

）

納
言
取
之
、

本
儀

右
大

将
可
被
取
云
々
、　　
　

而
退
下
宿
所
、
遅
参
替
、
権
大
進
宗（

藤
原
）頼

取
之
、

亮
重
衡
朝
臣　
　

退
出
、
仍
請
取
也
、　

」

（１３ウ）
次
被
行
勧
賞

従
三
位
藤
原
実
宗

上
西
門
院
御
経
、
宰
相
中
将
也
、

無
上
﨟
第
七
宰
相
、　　
　
　

藤
原
長
方

院
御
給
、
参
議
右
大
弁
也
、
第
八
宰
相
、
■干
■時

三
位
左
大
弁
俊
経
有
懇
歟
、　　
　
　
　
　
　

従
四
位
上
藤
原
実
教

院
御
給
、　　
　
　
　
　
　

左
少
将
也
、
無
同
官
上
﨟
、

従
五
位
上
藤
原
隆
清

行
事
隆
季
卿
譲
、

無
官
人
也
、　

法
眼
寛
敏

上
座
静
賢
譲
、
舎
弟
也
、

仁
和
寺
僧
、　　
　
　

法
橋
成
覚

別
当
前
大
僧
正
、

覚
讃
譲
、　　

　

頼
全

絵
仏
師
、　

頼
源
謙
、　

康
慶

仏
師

　

追
可
申
請
之
由
被
仰
下
人
、

大
工
貞
時

一
階

■
■　

各
一
階　

」
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